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シャッフルボード(写真下)

編
集
後
記

　

６
月
定
例
会
を
終
え
、編

集
後
記
を
書
か
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。８
月
の

広
報
と
一
緒
に
読
ん
で
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の

頃
も
き
っ
と
暑
い
中
で
マ
ス

ク
生
活
が
当
た
り
前
の
状

況
が
続
い
て
い
る
で
し
ょ
う

…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
早
く
収
束
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
『
議
会
だ
よ
り
』は
、議
員

の
活
動
を
住
民
の
方
々
に

届
け
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま

す
。多
様
化
の
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
欠

か
す
事
な
く
続
け
て
い
く
べ

き
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。議
会
で
の
活
動
を
通

じ
て『
町
の
今
』を
発
信
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、『
議
会
の
今
』を

覗
い
て
頂
け
れ
ば
一
議
員
と

し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

長
良　

記

町の話題

　本年５月２２日に、『第３回平群マルシェ』が平群町総合文化セン
ターで開催されました。平群マルシェは、昨年１１月から、小坂真由
美さん（西宮）が個人で主催され、今回は館内でベビーヴァギーさ
んによる「みんなで考える多様性」についての講演や、音楽演奏、
チアダンスも行われました。館外のどんぐり広場では、アクセサ
リーや手作り手芸雑貨、服、ベビー用品、パンなどが沢山販売され、
マッサージやキッチンカー、ヨーヨー釣りなど、多種多様な４０店が
出店。コロナ対策も取りながら多くの人々で賑わっていました。
　小坂さんは、仕事と子育てを両立しながら、開催の企画立案な
ども、すべてお一人で段取りをされるパワフルで笑顔あふれる
方です。
　「活動のテーマ」をお聞きすると、「性別や人種の違いはもちろ
んのこと、年齢・性格・学歴・価値観などの個性の違いを尊重し、一
人ひとりが『もっと自由に』『自分らしく』生きられるように！」との
こと。「一人ひとりが生まれもった『個性』を大切にしながら、それ
ぞれの『違い』を知り、マルシェで新しくつながるきっかけにしてほ
しい。さらに多様性を認めあう地域をめざしています！」と熱く語ら
れています。
　多くの方々に共感される“さわやかな旋風”に期待をします。

窪　記

平群マルシェ

次回の開催
9月18日（日）午前１０時～午後３時　（雨天中止）

平群町総合スポーツセンター・グラウンド

議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
４
月
26
日
（
火
）、総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
く
ま
が
し
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、民

生
児
童
委
員
協
議
会
役
員
の
方
々
と
議

員
全
員
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

懇
談
内
容
は
「
民
生
児
童
委
員
の
職

務
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、各
部
会

の
主
な
活
動
や
職
務
等
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
だ
き
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
時
間
に
制
限
も
あ

り
ま
し
た
が
、感
染
対
策
を
施
し
な
が
ら
、

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

議会事務局職員の異動
７月１日付で、次のとおり

人事異動がありました。
議会事務局兼
　監査委員事務局主査
竹村　恵（前税務課主査）
税務課主査　
大文字　睦美
（前議会事務局兼監査委員事務局主査）
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６月議会に町長から上程された
議案及び質疑を紹介します。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
を
令
和
４
年
７
月

１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま

で
、
４
％
を
減
じ
る
た
め
、
本
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

一
般
職
の
給
与
カ
ッ
ト
に

よ
る
減
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
昨
年

度
か
ら
５
％
も
し
く
は
６
％
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
管
理
職
の
影
響
額
は
。

　
　
　
　

一
般
職
の
給
与
カ
ッ
ト
の

影
響
額
と
し
て
、
令
和
４
年
度
は

1
4
4
名
で
２
１
０
０
万
円
、
５
年

度
で
３
２
０
０
万
円
、
あ
わ
せ
て
５

３
０
０
万
円
。

　

昨
年
度
の
管
理
職
の
給
与
カ
ッ
ト

の
効
果
額
は
45
名
で
約
２
１
０
０
万

円
で
、
こ
れ
が
３
年
間
続
く
予
定
。

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　

平
群
町
と
三
郷
町
が
所
有
す
る
公

共
施
設
の
一
部
を
相
互
利
用
可
能
と

す
る
も
の
。
内
容
は
平
群
町
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

平
群
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
三
郷

町
民
が
使
用
す
る
場
合
、
町
内
料
金

を
適
用
す
る
改
正
。

　

こ
の
改
正
を
踏
ま
え
、
三
郷
町
と

の
相
互
連
携
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
郷
町

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
屋
外
プ
ー
ル
に

お
い
て
、
平
群
町
民
の
利
用
を
可
能

と
す
る
も
の
。主

な
質
疑

　
　
　
　

三
郷
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

ク
屋
外
プ
ー
ル
の
利
用
券
を
購
入

後
、
利
用
し
な
か
っ
た
時
の
払
い
戻

し
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

プ
ー
ル
の
期
間
が
終
わ
っ
た

ら
三
郷
町
へ
精
算
す
る
た
め
、
一
定
の

期
間
ま
で
に
つ
い
て
は
払
い
戻
し
を
可

能
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
群
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を

廃
止
し
た
代
替
え
と
し
て
三
郷
町
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
三

郷
町
民
が
平
群
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
の
流

れ
に
対
し
て
非
常
に
疑
義
を
持
っ
て

い
る
。
ま
た
三
郷
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
は
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
三
郷
町
民
の
み
利

用
可
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と

町
外
住
民
に
対
し
て
も
同
一
料
金
で

対
応
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

本
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を
廃
止

し
た
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
条
例

改
正
と
い
う
こ
と
な
の
で
反
対
す

る
。

　

こ
れ
か
ら
人
口
が
減
っ
て
い
く
時

代
に
お
い
て
、
平
群
町
の
住
民
の
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
た
時
に
は
連
携
が
第

一
。
三
郷
町
は
今
後
、
平
群
町
に
は

な
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
で
き
る
予
定

も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
連
携
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
相
互
利
用
へ

の
足
が
か
り
と
な
る
大
事
な
条
例
改

正
だ
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　

現
実
的
に
平
群
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
が
使
用
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
今
、
子
ど
も
た
ち
の
立

場
で
考
え
た
時
に
、
三
郷
町
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
が
利
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
連

携
協
定
だ
と
大
き
く
評
価
を
し
、
賛

成
す
る
。

斎
場
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
指
定
管
理
者
の
業
務
、
期
間
、

指
定
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
規
定

整
備
を
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
い

て
、
他
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　

他
の
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
で
き
る
か
と
い
う
の
を
現

在
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉

費
で
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

予
算
措
置
を
行
い
ま
す
。
小
学
校
費

及
び
中
学
校
費
で
は
、
情
報
教
育
推

進
事
業
費
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
ソ
フ
ト
の

使
用
料
に
係
る
予
算
措
置
を
行
い
ま

す
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
国
庫
補
助

金
で
は
、
民
生
費
国
庫
補
助
金
で
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
事
業

に
係
る
国
庫
補
助
金
の
予
算
措
置
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
１
８
６
３
万
６
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

70
億
６
６
８
３
万
円
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
て
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
５
万

円
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
が
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
概
要
、
支
給
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面

す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
（
ひ
と

り
親
世
帯
や
そ
の
他
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
）
に
対
し
、
特
別
給
付
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
情

を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
も

の
。
こ
の
給
付
金
の
ひ
と
り
親
世
帯

分
は
奈
良
県
か
ら
支
給
、
そ
の
他
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分
は
平
群
町

か
ら
支
給
す
る
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
分
は
令
和
４
年
４

月
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
、
申

請
不
要
で
、６
月
下
旬
に
支
給
予
定
。

　

ま
た
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
４
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
や
４

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は
受
給
し
て

い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
と
同
水
準
に
な
っ
た

家
計
急
変
者
も
対
象
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
対
象
者
は
申
請
が
必
要
で
６

月
中
旬
か
ら
来
年
２
月
末
ま
で
に
福

祉
こ
ど
も
課
に
申
請
を
い
た
だ
き
、

要
件
を
確
認
次
第
、
随
時
支
給
の
予

定
。

　

そ
の
他
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３

月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満
の
児
童

（
障
害
の
場
合
20
歳
未
満
）
の
対
象

児
童
を
養
育
す
る
父
母
で
令
和
４
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
非
課
税
で
あ

る
者
。
申
請
不
要
で
７
月
中
に
支
給

予
定
。
但
し
、
高
校
生
の
み
の
世
帯

は
申
請
が
必
要
。
（※

基
準
日
以

降
、
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
生
ま

れ
る
新
生
児
も
対
象
。
）

　

ま
た
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の

収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
者
も
対
象
と
な

る
が
、
申
請
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　

今
回
の
緊
急
対
策
と
し
て

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
交
付
限
度

額
と
活
用
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
。

　
　
　
　

交
付
限
度
額
は
７
６
６
７

万
円
。
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応

分
と
し
て
創
設
さ
れ
た
交
付
金
で
あ

り
、
す
べ
て
の
住
民
に
活
用
で
き
る

よ
う
な
事
業
を
現
在
検
討
中
。

　
　
　
　

昨
年
度
の
一
般
会
計
の
実

質
単
年
度
収
支
５
億
９
千
万
円
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

　
　
　
　

歳
入
で
は
交
付
税
の
増

額
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
、

第
三
セ
ク
タ
ー
債
の
公
債
費
の
減
な

ど
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
事
業
に
伴
っ
て
の
国
庫
補
助
金
が

大
幅
に
増
額
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
不
用
額
が

今
現
在
約
７
億
３
千
万
円
だ
が
、
今

後
、
決
算
統
計
で
細
か
な
分
析
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
実
質
単
年
度
収
支
５
億
９

千
万
円
の
内
訳
は
、
財
政
調
整
基
金

の
積
立
て
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
関
係
で
翌
年
度
に

返
還
す
る
分
の
１
億
１
２
０
０
万
円

を
後
年
度
に
返
還
す
る
た
め
に
積
立

て
し
て
い
る
部
分
、
ま
た
公
債
費
の

繰
上
償
還
２
億
８
９
０
０
万
円
を
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
単
年
度

収
支
も
増
額
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

第３回定例会　こんなことが決まりました
　

第
３
回
定
例
会
は
６

月
７
日
〜
17
日
ま
で
11

日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、町
長
提
出

の
5
案
件
が
上
程
さ

れ
、審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
14
・
15
日

に
行
い
、10
名
の
議
員
が

様
々
な
町
政
課
題
に
つ

い
て
質
問
・
提
言
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
、議
員
発

議
の
意
見
書
1
件
が
上

程
さ
れ
、審
議
・
採
決
を

行
い
ま
し
た
。

賛　

成　

討　

論

反　

対　

討　

論

馬
本
隆
夫

提
出
区
分

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について

平群町斎場設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について
令和４年度平群町一般会計補正予算（第２号）
について

平群町体育施設条例の一部を改正する条例に
ついて

公平委員会委員の選任に同意を求めることにつ
いて
子どもの歯の矯正治療に保険適用を求める意見
書（案）

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

原案可決
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議決結果議　　　　案　　　　名

岩
﨑
真
滋

長
良
俊
一

窪
　

和
子

山
本
隆
史

井
戸
太
郎

稲
月
敏
子

山
口
昌
亮

植
田
い
ず
み

森
田
　

勝

山
田
仁
樹

町
長
提
出
議
案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果賛否一覧 ○賛成 ●反対 （議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

議
員
提

出
議
案

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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６月議会に町長から上程された
議案及び質疑を紹介します。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、
一
般

職
の
職
員
の
給
与
を
令
和
４
年
７
月

１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま

で
、
４
％
を
減
じ
る
た
め
、
本
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

一
般
職
の
給
与
カ
ッ
ト
に

よ
る
減
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
昨
年

度
か
ら
５
％
も
し
く
は
６
％
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
管
理
職
の
影
響
額
は
。

　
　
　
　

一
般
職
の
給
与
カ
ッ
ト
の

影
響
額
と
し
て
、
令
和
４
年
度
は

1
4
4
名
で
２
１
０
０
万
円
、
５
年

度
で
３
２
０
０
万
円
、
あ
わ
せ
て
５

３
０
０
万
円
。

　

昨
年
度
の
管
理
職
の
給
与
カ
ッ
ト

の
効
果
額
は
45
名
で
約
２
１
０
０
万

円
で
、
こ
れ
が
３
年
間
続
く
予
定
。

体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　

平
群
町
と
三
郷
町
が
所
有
す
る
公

共
施
設
の
一
部
を
相
互
利
用
可
能
と

す
る
も
の
。
内
容
は
平
群
町
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

平
群
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
三
郷

町
民
が
使
用
す
る
場
合
、
町
内
料
金

を
適
用
す
る
改
正
。

　

こ
の
改
正
を
踏
ま
え
、
三
郷
町
と

の
相
互
連
携
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
郷
町

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
屋
外
プ
ー
ル
に

お
い
て
、
平
群
町
民
の
利
用
を
可
能

と
す
る
も
の
。主

な
質
疑

　
　
　
　

三
郷
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

ク
屋
外
プ
ー
ル
の
利
用
券
を
購
入

後
、
利
用
し
な
か
っ
た
時
の
払
い
戻

し
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　

プ
ー
ル
の
期
間
が
終
わ
っ
た

ら
三
郷
町
へ
精
算
す
る
た
め
、
一
定
の

期
間
ま
で
に
つ
い
て
は
払
い
戻
し
を
可

能
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
群
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を

廃
止
し
た
代
替
え
と
し
て
三
郷
町
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
三

郷
町
民
が
平
群
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

使
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
の
流

れ
に
対
し
て
非
常
に
疑
義
を
持
っ
て

い
る
。
ま
た
三
郷
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
は
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
三
郷
町
民
の
み
利

用
可
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
も
と

町
外
住
民
に
対
し
て
も
同
一
料
金
で

対
応
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

本
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
を
廃
止

し
た
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
条
例

改
正
と
い
う
こ
と
な
の
で
反
対
す

る
。

　

こ
れ
か
ら
人
口
が
減
っ
て
い
く
時

代
に
お
い
て
、
平
群
町
の
住
民
の
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
た
時
に
は
連
携
が
第

一
。
三
郷
町
は
今
後
、
平
群
町
に
は

な
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
で
き
る
予
定

も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
連
携
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
相
互
利
用
へ

の
足
が
か
り
と
な
る
大
事
な
条
例
改

正
だ
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　

現
実
的
に
平
群
町
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

パ
ー
ク
が
使
用
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
今
、
子
ど
も
た
ち
の
立

場
で
考
え
た
時
に
、
三
郷
町
の

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
が
利
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
連

携
協
定
だ
と
大
き
く
評
価
を
し
、
賛

成
す
る
。

斎
場
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
指
定
管
理
者
の
業
務
、
期
間
、

指
定
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
規
定

整
備
を
す
る
も
の
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
い

て
、
他
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　

他
の
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

か
た
ち
で
で
き
る
か
と
い
う
の
を
現

在
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
出
で
主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉

費
で
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の

予
算
措
置
を
行
い
ま
す
。
小
学
校
費

及
び
中
学
校
費
で
は
、
情
報
教
育
推

進
事
業
費
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
ソ
フ
ト
の

使
用
料
に
係
る
予
算
措
置
を
行
い
ま

す
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
は
、
国
庫
補
助

金
で
は
、
民
生
費
国
庫
補
助
金
で
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
事
業

に
係
る
国
庫
補
助
金
の
予
算
措
置
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
１
８
６
３
万
６
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

70
億
６
６
８
３
万
円
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

対
し
て
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
５
万

円
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
が
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
概
要
、
支
給
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面

す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
（
ひ
と

り
親
世
帯
や
そ
の
他
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
）
に
対
し
、
特
別
給
付
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
情

を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
も

の
。
こ
の
給
付
金
の
ひ
と
り
親
世
帯

分
は
奈
良
県
か
ら
支
給
、
そ
の
他
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分
は
平
群
町

か
ら
支
給
す
る
。

　

ひ
と
り
親
世
帯
分
は
令
和
４
年
４

月
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で
、
申

請
不
要
で
、６
月
下
旬
に
支
給
予
定
。

　

ま
た
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
４
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
や
４

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
は
受
給
し
て

い
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
と
同
水
準
に
な
っ
た

家
計
急
変
者
も
対
象
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
対
象
者
は
申
請
が
必
要
で
６

月
中
旬
か
ら
来
年
２
月
末
ま
で
に
福

祉
こ
ど
も
課
に
申
請
を
い
た
だ
き
、

要
件
を
確
認
次
第
、
随
時
支
給
の
予

定
。

　

そ
の
他
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
３

月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満
の
児
童

（
障
害
の
場
合
20
歳
未
満
）
の
対
象

児
童
を
養
育
す
る
父
母
で
令
和
４
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
非
課
税
で
あ

る
者
。
申
請
不
要
で
７
月
中
に
支
給

予
定
。
但
し
、
高
校
生
の
み
の
世
帯

は
申
請
が
必
要
。
（※

基
準
日
以

降
、
令
和
５
年
２
月
末
ま
で
に
生
ま

れ
る
新
生
児
も
対
象
。
）

　

ま
た
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
の

収
入
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相

当
の
収
入
と
な
っ
た
者
も
対
象
と
な

る
が
、
申
請
が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　

今
回
の
緊
急
対
策
と
し
て

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
交
付
限
度

額
と
活
用
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
。

　
　
　
　

交
付
限
度
額
は
７
６
６
７

万
円
。
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応

分
と
し
て
創
設
さ
れ
た
交
付
金
で
あ

り
、
す
べ
て
の
住
民
に
活
用
で
き
る

よ
う
な
事
業
を
現
在
検
討
中
。

　
　
　
　

昨
年
度
の
一
般
会
計
の
実

質
単
年
度
収
支
５
億
９
千
万
円
に
つ

い
て
の
説
明
を
。

　
　
　
　

歳
入
で
は
交
付
税
の
増

額
、
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
、

第
三
セ
ク
タ
ー
債
の
公
債
費
の
減
な

ど
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
事
業
に
伴
っ
て
の
国
庫
補
助
金
が

大
幅
に
増
額
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
不
用
額
が

今
現
在
約
７
億
３
千
万
円
だ
が
、
今

後
、
決
算
統
計
で
細
か
な
分
析
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
実
質
単
年
度
収
支
５
億
９

千
万
円
の
内
訳
は
、
財
政
調
整
基
金

の
積
立
て
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
関
係
で
翌
年
度
に

返
還
す
る
分
の
１
億
１
２
０
０
万
円

を
後
年
度
に
返
還
す
る
た
め
に
積
立

て
し
て
い
る
部
分
、
ま
た
公
債
費
の

繰
上
償
還
２
億
８
９
０
０
万
円
を
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
単
年
度

収
支
も
増
額
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

第３回定例会　こんなことが決まりました
　

第
３
回
定
例
会
は
６

月
７
日
〜
17
日
ま
で
11

日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、町
長
提
出

の
5
案
件
が
上
程
さ

れ
、審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
14
・
15
日

に
行
い
、10
名
の
議
員
が

様
々
な
町
政
課
題
に
つ

い
て
質
問
・
提
言
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
、議
員
発

議
の
意
見
書
1
件
が
上

程
さ
れ
、審
議
・
採
決
を

行
い
ま
し
た
。
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について
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ついて

公平委員会委員の選任に同意を求めることにつ
いて
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井戸　太郎

馬本　隆夫

　

昨
今
、「
個
人
情
報
の
保

護
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

公
務
員
は
個
別
に
知
り
得
た

情
報
を
漏
洩
し
て
は
な
ら
な

い
と
、
地
方
公
務
員
法
第
34

条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
住
民
の
方
か
ら
情
報

漏
洩
の
苦
情
を
何
度
か
受
け

た
。
そ
し
て
、
今
回
は
特
に

悪
質
と
思
わ
れ
る
情
報
漏
洩

が
あ
っ
た
。

　

私
も
関
係
し
て
お
り
、
事

の
重
大
性
、
公
益
上
の
観
点

か
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
に
内
密
の
個
別
相
談
を

し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

個
人
情
報
を
漏
ら
し
た

　
　
　
　
　

職
員
に
厳
罰
を

内
密
の
個
別
相
談
が
職
員
に

よ
り
外
部
に
も
れ
た
。
そ
れ

も
相
談
者
で
あ
る
私
の
名
前

や
間
違
っ
た
情
報
の
内
容
。

一
般
住
民
が
、
そ
の
間
違
っ

た
情
報
を
知
り
、
私
の
名
誉

や
信
頼
を
傷
つ
け
た
。
私
は
、

正
義
感
と
と
も
に
、
大
き
な

怒
り
を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

で
は
、
平
群
町
全
体
の
信
用

も
失
墜
す
る
。

　

そ
こ
で
、
情
報
漏
洩
に
つ

い
て
徹
底
的
に
調
査
し
、
地

方
公
務
員
法
第
34
条
違
反
で

漏
洩
し
た
職
員
に
厳
格
な
罰

を
与
え
る
べ
き
。

　

今
回
の
件
は
、
相
談
内
容

の
事
実
確
認
や
一
部
対
応
を

検
討
す
る
中
で
、
議
員
の
氏

名
も
関
係
者
に
伝
わ
る
結
果

と
な
っ
た
。
34
条
違
反
に
当

た
ら
な
い
。

　

空
き
家
等
の
防
犯
、
防

災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
町
民

の
生
活
環
境
保
全
を
も
っ
て

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
寄
与
す
る
た
め
に
も

「
不
適
正
管
理
の
空
き
家
」

の
解
消
が
必
要
不
可
欠
と
提

案
、
町
は
令
和
３
年
度
内
に

山
間
部
を
除
い
た
11
自
治
会

約
３
０
０
０
件
を
７
月
よ
り

目
視
調
査
を
開
始
。
そ
の
進

捗
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

①
令
和
３
年
度
内
に
11
自
治

会
の
内
、
６
自
治
会
は
12
月

に
報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、

残
り
５
自
治
会
（
春
日
丘
、

日
立
団
地
、
北
信
貴
ケ
丘
、

竜
田
川
団
地
、
竜
田
川
ネ
オ

ポ
リ
ス
）
の
調
査
結
果
。

②
「
空
き
家
等
対
策
協
議

会
」
の
審
議
結
果
と
今
後
の

対
応
。

③
約
３
０
０
０
件
を
実
施
し

た
結
果
「
不
適
正
管
理
の
空

き
家
」
24
件
の
対
応
に
は
条

例
・
規
則
（
特
定
空
き
家
）

に
い
た
る
ま
で
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
を
早
急
に
作
成
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
。

①
10
件
に
指
導
通
知
、
５
件

が
改
善
、
５
件
が
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。

②
空
き
家
対
策
協
議
会
を
開

催
、
３
件
の
特
定
空
き
家
が

認
定
さ
れ
１
件
は
除
却
、
２

件
は
現
状
の
ま
ま
で
条
例
に

基
づ
き
、
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
24
件
の
内
３
件
は
改
善
、

21
件
は
現
状
の
ま
ま
で
あ

り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
調

査
研
究
し
て
参
り
ま
す
。

空き家等の管理状況について

質
問

質
問

答
弁

答
弁

議 会 の 動 き
議会運営委員会　
※令和４年平群町議会第３回定例会の議会運

営について　　　　　　　　　５月２６日 

公共交通対策特別委員会
※令和３年度　事業報告について
※令和３年度　収支決算報告について

６月２１日

全員協議会
※（仮称）奈良県広域水道企業団基本計画

（案）について
※平群町と三郷町との一部公共施設の相互利

用について
５月３０日 

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金（原油価格・物価高騰分）における
交付に伴う事業について

６月３０日

議 員 提 出 議 案

提出者　植田　いずみ
賛成者　稲月　敏子・山口　昌亮

子どもの歯の矯正治療に保険適用を
求める意見書（案） 　　　　
　　　　　　　　　　　　　  （原案可決）

5 令和4年8月1日発行
平群 議会だより No.287

町政を問う！一般質問一般質問一般質問

片井　輝夫　氏
住所　平群町緑ヶ丘

同  意同  意町政を問う！
一般質問一覧一般質問一覧一般質問一覧

デマンドタクシー運行状況と今後の対策
について
県域水道一体化について
空き家等の管理状況について
コミプラ跡地について

個人情報を漏らした職員に厳罰を
障害児教育における福祉サービスの時間
数について

戸籍等の不正取得について
168号バイパス沿道の潤いと開発事業計
画の進捗状況、用途地域及び地区計画の
見直しについて

森脇大橋東詰交差点周辺の歩道拡幅の経
過と今後の見通しについて
マイナンバーカードの普及促進について
ヤングケアラー支援の強化について
平群町食品ロス削減推進計画の策定にお
ける今後のさらなる取組について
町公式ホームページのさらなる情報発信
を

加齢性難聴者の補聴器購入に助成制度を
有価物回収拠点の拡大を早急に

平群町における学校の環境づくりについ
て
コロナ禍の状況で、平群町独自の包括支
援について
平群町での商工業者支援について
平群町の未来像について

だれもが安全に外出できる町づくり
可燃ゴミの減量促進について
盛土事業に伴う急激な車両の通行増加に
ついて

「特定農業振興ゾーン」設定について
竜田川からの浸水対策について
クビアカツヤカミキリの被害について
ウクライナからの避難民の支援について

虚偽説明で廃止を決めたウォーターパー
クは存続を
櫟原山林のメガソーラー開発について
山林や農地の盛土などの造成工事について

水素社会に向けて平群町の取り組みにつ
いて
信貴山ｉセンターについて
道の駅の駐車場について
平群の自然を活かした政策について

馬本議員

井戸議員

山田議員

窪　議員

植田議員

長良議員

稲月議員

森田議員

山口議員

岩﨑議員

公平委員会委員に片井輝夫氏を選任
することを全会一致で同意しました。
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関
係
地
権
者
の
皆
様
に
ご

協
力
を
頂
け
る
よ
う
丁
寧
な

対
応
が
必
要
で
す
が
、当
該

地
の
歩
道
拡
幅
の
経
過
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

答
弁

　

森
脇
大
橋
東
詰
交
差
点
の

横
断
歩
道
設
置
と
旧
南
都
銀

行
跡
地
ま
で
の
歩
道
拡
幅
の

早
期
着
工
は
、平
群
町
の
喫

緊
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

当
該
地
は
通
勤
さ
れ
る
方

や
、児
童
生
徒
の
通
学
路
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、住

民
の
生
活
道
路
で
あ
る
こ
と

か
ら
、安
心
安
全
の
た
め
に

早
期
着
工
を
求
め
、こ
れ
ま

で
何
度
も
一
般
質
問
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

質
問 森

脇
大
橋
東
詰
交
差
点
周
辺

の
歩
道
拡
幅
の
見
通
し

　
「
令
和
３
年
度
に
県
事
業

と
し
て
新
規
事
業
化
さ
れ
、

事
業
予
定
地
内
の
物
件
の
移

転
等
に
か
か
る
補
償
調
査
を

行
い
、令
和
３
年
度
末
か
ら

順
次
、関
係
地
権
者
に
用
地

交
渉
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
予
定
は
、令
和
４

年
度
中
の
用
地
取
得
に
向

け
、補
償
内
容
に
つ
い
て
早
期

に
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ

る
よ
う
、引
き
続
き
用
地
交

渉
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

県
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
も
引
き
続
き

県
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、

関
係
地
権
者
の
ご
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
、早
期
完
成
に

向
け
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。

答
弁

　

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

で
、農
業
、商
工
業
産
業
は
、

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て

い
ま
す
。原
油
価
格
の
上
昇

に
よ
り
、冬
季
に
必
要
な
加

温
は
、ハ
ウ
ス
温
室
で
生
産
し

て
い
る
農
業
従
事
者
の
負
担

経
費
に
な
り
ま
す
。給
付
金

な
ど
の
一
時
金
も
あ
り
ま
す

が
、経
営
基
盤
の
衰
弱
に
繋

が
り
ま
す
。本
町
の
農
・
商
工

業
の
経
営
基
盤
強
化
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

質
問 平

群
町
で
の

　

商
工
業
者
支
援
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
が
、原
油

価
格
や
電
気
・
ガ
ス
料
金
を
含

む
物
価
の
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
生
活
者
や
事
業
者
の
負

担
の
軽
減
を
地
域
の
実
情
に

応
じ
、き
め
細
や
か
に
実
施
で

き
る
よ
う
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
分
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

加
温
設
備
を
使
用
し
て
経

営
す
る
施
設
園
芸
農
家
は
、

燃
料
費
の
割
合
が
高
く
、拡

充
さ
れ
た
こ
れ
ら
交
付
金
を

活
用
し
、独
自
の
支
援
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
者
に
対
し
て
は
、中

小
企
業
者
等
事
業
継
続
支
援

金
と
し
て
、１
３
９
０
万
円
を

給
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。令

和
４
年
度
も
、事
業
継
続
に

幅
広
く
活
用
で
き
る
支
援
金

を
町
独
自
で
給
付
し
て
お
り
、

幅
広
い
事
業
者
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

現
在
、補
聴
器
購
入
の
助

成
は
障
害
者
手
帳
を
持
つ
両

耳
の
平
均
聴
力
レ
ベ
ル
が
70

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
高
度
・
重
度

難
聴
者
等
が
対
象
で
す
。し

か
し
、中
等
度
以
下
の
難
聴

者
に
は
高
額
な
補
聴
器
へ
の

助
成
制
度
が
無
い
た
め
、加

齢
性
難
聴
者
が
増
え
て
お

り
、日
常
生
活
を
不
便
に
す

る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。最

近
で
は
鬱
や
認
知
症
の
危
険

因
子
と
し
て
も
指
摘
さ
れ
、

認
知
症
の
予
防
や
健
康
寿
命

の
延
伸
で
医
療
費
の
抑
制
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、全
国

的
に
も
中
等
度
以
下
の
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

補
助
し
て
い
く
自
治
体
が
増

え
て
い
ま
す
。
近
隣
で
も
斑

鳩
町
が
令
和
４
年
度
か
ら
、

三
郷
町
は
７
月
か
ら
補
助
制

度
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

平
群
町
で
も
ぜ
ひ
加
齢
性

難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
交

付
金
等
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、補
助
制
度
を
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
へ
の
助
成
制
度
が
県
内
の
一

部
自
治
体
や
他
市
町
村
で
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。毎
年
、県
を
通
じ

て
国
へ
公
的
助
成
の
要
望
を

行
な
っ
て
い
る
。引
き
続
き
県

に
助
成
を
要
望
し
て
い
く
。

町
独
自
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
村
の
状
況
も
見
据
え

な
が
ら
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

加齢性難聴者の
補聴器購入に助成制度を

質
問

答
弁

①
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
北
側
の
開

発
工
事
の
目
的
・
計
画
建
物
用

途
等
は
？

②
元
コ
ー
ナ
ン
計
画
跡
地
の

現
計
画
進
捗
状
況
は
？

③
用
途
の
変
更
は
、概
ね
10
年

の
ス
パ
ン
で
見
直
さ
れ
て
き
た

が
市
町
村
の
意
向
に
よ
り
県

協
議
の
上
随
時
変
更
で
き
る

方
向
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と

耳
に
し
た
が
？

④
用
途
変
更
が
随
時
可
能
と

な
れ
ば
、出
店
計
画
が
進
ま
な

い
場
合
、他
の
事
業
者
か
ら
の

開
発
要
望
が
あ
れ
ば
椿
井
地

区
の
バ
イ
パ
ス
沿
道
は
店
舗

建
設
用
地
、東
側
は
戸
建
・
共

同
住
宅
の
建
設
促
進
や
用
途

変
更
に
よ
る
大
型
物
流
倉
庫

等
の
建
設
等
も
可
能
に
な
る

用
途
・
地
区
計
画
の
柔
軟
な
見

直
し
に
つ
い
て
地
権
者
を
含
め

協
議
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
？

①
利
用
目
的
は
駐
車
場
と
し

て
の
土
砂
条
例
に
基
づ
く
許

可
申
請
。店
舗
等
の
誘
致
は
未

定
と
の
事
。

②
大
型
店
舗
２
社
が
現
在
関

係
機
関
と
協
議
中
。早
期
に
事

業
着
手
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
い
き
た
い
。

③
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
令
和

５
年
５
月
以
降
は
市
町
村
の

申
し
入
れ
に
よ
り
随
時
見
直

し
を
図
れ
る
方
向
。

④
具
体
的
相
談
が
あ
り
、商
業

施
設
の
立
地
促
進
等
の
方
針

に
合
致
す
れ
ば
、用
途
見
直
し

も
含
め
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

バイパス沿道の開発計画
用途地区計画見直し

質
問

答
弁
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・
共

同
住
宅
の
建
設
促
進
や
用
途

変
更
に
よ
る
大
型
物
流
倉
庫

等
の
建
設
等
も
可
能
に
な
る

用
途
・
地
区
計
画
の
柔
軟
な
見

直
し
に
つ
い
て
地
権
者
を
含
め

協
議
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う

が
？

①
利
用
目
的
は
駐
車
場
と
し

て
の
土
砂
条
例
に
基
づ
く
許

可
申
請
。店
舗
等
の
誘
致
は
未

定
と
の
事
。

②
大
型
店
舗
２
社
が
現
在
関

係
機
関
と
協
議
中
。早
期
に
事

業
着
手
で
き
る
よ
う
協
力
し

て
い
き
た
い
。

③
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
令
和

５
年
５
月
以
降
は
市
町
村
の

申
し
入
れ
に
よ
り
随
時
見
直

し
を
図
れ
る
方
向
。

④
具
体
的
相
談
が
あ
り
、商
業

施
設
の
立
地
促
進
等
の
方
針

に
合
致
す
れ
ば
、用
途
見
直
し

も
含
め
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

バイパス沿道の開発計画
用途地区計画見直し

質
問

答
弁
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特
定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン

は
、県
内
の
農
地
を
有
効
活

用
し
、生
産
性
の
高
い
農
業

を
育
成
す
る
事
を
目
的
に
設

定
さ
れ
た
も
の
で
、地
域
の
特

徴
を
生
か
し
、高
収
益
作
物
へ

の
転
換
、耕
作
放
棄
地
の
解

消
等
を
県
が
中
心
と
な
り
市

町
村
や
地
元
が
協
働
し
て
集

中
的
、優
先
的
に
実
施
す
る

施
策
で
、令
和
３
年
度
に
大

和
郡
山
市
三
橋
地
区
と
平
群

町
上
庄
・
梨
本
地
区
の
２
地
区

が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、農
地
の
集

答
弁

　

本
年
１
月
16
日
斑
鳩
町
で

開
催
さ
れ
た
奈
良
県
の
令
和

３
年
度
第
２
回
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
土
地
利
用
の
あ
り
方

と
ま
ち
づ
く
り
」に
お
い
て
、

西
脇
町
長
か
ら
上
庄
、梨
本

の
一
部
区
域
約
20 

ha
を
、奈
良

県
の
農
業
農
村
総
合
整
備
事

業
に
よ
る
「
特
定
農
業
振
興

ゾ
ー
ン
」
に
設
定
す
る
計
画

が
発
表
さ
れ
た
が
今
ま
で
一
度

も
議
会
で
説
明
が
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、こ
の
度
の「
特
定

農
業
振
興
ゾ
ー
ン
」
設
定
の

メ
リ
ッ
ト
・
意
義
は
。

質
問 「

特
定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
」

　
　
　
　
　

設
定
に
つ
い
て

積
・
規
模
拡
大
、未
整
備
農
地

の
整
備
、農
業
設
備
・
施
設
等

を
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
（
国

55
％
、
県
32
％
、
町
・
地
元

13
％
）を
使
っ
て
実
施
す
る
事

業
。

　

現
在
・
県
・
町
・
地
元
の
３
者

に
よ
る
協
定
を
、８
月
頃
に
締

結
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

答
弁

　

他
府
県
か
ら
の
お
客
様
に

も
、道
の
駅
の
第
２
駐
車
場
の

場
所
を
、分
か
り
や
す
く
す

る
対
策
は
？

　

ま
た
、今
後
、道
の
駅
の
さ

ら
な
る
集
客
に
向
け
て
、駐
車

場
全
体
を
広
げ
る
対
策
な
ど

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 質

問 道
の
駅
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　

第
２
駐
車
場
へ
の
案
内
看

板
は
、国
道
か
ら
第
２
駐
車
場

へ
進
入
す
る
交
差
点
と
交
差

点
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
の
２
箇

所
、南
北
両
方
の
走
行
車
線

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

案
内
看
板
は
、車
両
や
歩

行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら

な
い
よ
う
に
設
置
し
て
い
る

た
め
、第
２
駐
車
場
を
分
か

り
や
す
く
す
る
に
は
、ど
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、駐
車
場
を
広
げ
る

対
策
に
つ
い
て
新
た
に
賃
貸

借
を
し
て
、駐
車
場
に
整
備

す
る
に
は
、財
政
負
担
が
大

き
く
、当
面
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、近
年
、幸
い
に
し
て
道
の

駅
の
集
客
が
順
調
に
伸
び
て

お
り
、祝
祭
日
、休
日
の
混
雑

具
合
も
把
握
し
て
い
ま
す
。し

ば
ら
く
は
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
町
長
ら
が
説
明
し
た
「
必

要
な
改
修
費
５
億
４
千
万

円
」
は
プ
ー
ル
槽
の
入
替
に

も
か
か
わ
ら
ず「
補
修
」と
虚

偽
の
説
明
を
し
て
き
た
。そ

れ
を
認
め
る
べ
き
だ
。

②
建
設
か
ら
29
年
で
廃
止
は

い
か
が
な
も
の
か
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
の
耐
用
年
数
は

何
年
か
。

③
プ
ー
ル
槽
す
べ
て
を
入
替

と
し
た
改
修
費
５
億
４
千
万

の
元
資
料
は
６
年
前
の
も
の
。

町
長
が
廃
止
を
検
討
し
た
２

年
前
に
改
め
て
積
算
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

④
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
は
住

民
の
財
産
で
あ
り
、29
年
程

度
で
廃
止
す
る
の
は
問
題
。

本
来
の
改
修
経
費
を
積
算
し

て
存
続
か
廃
止
か
を
判
断
す

べ
き
だ
。

①
偽
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い

が
、結
果
と
し
て
、入
替
と
補

修
の
経
費
が
混
在
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。事
実
と
し
て
積
算

内
容
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

②
耐
用
年
数
は
適
正
に
管
理

す
れ
ば
50
年
。

③
入
替
と
修
繕
で
経
費
額
が

大
き
く
違
っ
て
く
る
。
当
時

（
平
成
28
年
）は
入
替
で
と
い

う
こ
と
で
大
き
な
金
額
に

な
っ
た
。少
な
く
と
も
補
修
の

予
算
と
比
較
す
べ
き
だ
っ
た
。

過
大
設
計
と
言
わ
れ
て
も
否

定
で
き
な
い
。

④
現
在
、現
状
に
見
合
っ
た
積

算
を
徴
収
し
、数
字
を
精
査

し
て
い
る
。

ウォーターパークは存続を

質
問

答
弁

　

令
和
元
年
11
月
に
平
群
町

が
許
可
し
た
大
字
福
貴
に
お

け
る
農
地
造
成
に
伴
う
盛
土

工
事
が
進
み
、本
年
３
月
ご
ろ

か
ら
、福
貴
畑
明
心
・
鳴
石
地

域
町
道
を
土
砂
が
満
載
の
４

㌧
車
の
往
来
が
増
加
。５
月
頃

か
ら
は
２
〜
３
台
で
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
土
砂
一
時
置
き
場
か

ら
福
貴
の
現
場
ま
で
約
１・
５

㎞
を
頻
繁
に
往
復
。福
貴
畑
住

民
の
訴
え
①
ダ
ン
プ
カ
ー
の

往
来
に
つ
い
て
何
の
説
明
も

な
い
②
農
繁
期
で
住
民
の
往

来
も
増
え
、危
険
③
道
路
の
傷

み
が
激
し
い
。

⑴
本
事
業
は
民
間
業
者
の
事

業
だ
が
、町
道
管
理
者
と
し

て
、住
民
の
訴
え
を
ど
う
受
け

止
め
、ど
う
改
善
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

⑵
町
道
通
行
は
自
由
だ
が
、集

中
的
、高
頻
度
の
車
両
往
来
に

つ
い
て
業
者
に
ど
う
指
導
し
て

い
た
の
か
。

⑶
業
者
が
住
民
へ
周
知
す
べ
き

事
案
だ
が
、行
政
指
導
は
な

か
っ
た
の
か
。

⑷
今
後
も
道
路
の
傷
み
が
継

続
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。修
復

は
業
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

本
工
事
の
許
可
要
件
に
地

元
説
明
や
同
意
が
入
っ
て
い
る

が
、福
貴
畑
に
は
事
前
に
な

か
っ
た
。集
中
的
、頻
繁
に
車

両
が
往
来
す
る
こ
と
を
業
者

は
地
域
に
説
明
す
る
責
任
が

あ
り
、指
導
す
る
。明
確
に
事

業
者
の
行
為
に
よ
る
損
傷
で

あ
れ
ば
修
復
さ
せ
る
。

盛土事業に伴う急激な車の
通行増加について

質
問

答
弁
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特
定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン

は
、県
内
の
農
地
を
有
効
活

用
し
、生
産
性
の
高
い
農
業

を
育
成
す
る
事
を
目
的
に
設

定
さ
れ
た
も
の
で
、地
域
の
特

徴
を
生
か
し
、高
収
益
作
物
へ

の
転
換
、耕
作
放
棄
地
の
解

消
等
を
県
が
中
心
と
な
り
市

町
村
や
地
元
が
協
働
し
て
集

中
的
、優
先
的
に
実
施
す
る

施
策
で
、令
和
３
年
度
に
大

和
郡
山
市
三
橋
地
区
と
平
群

町
上
庄
・
梨
本
地
区
の
２
地
区

が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、農
地
の
集

答
弁

　

本
年
１
月
16
日
斑
鳩
町
で

開
催
さ
れ
た
奈
良
県
の
令
和

３
年
度
第
２
回
地
域
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
土
地
利
用
の
あ
り
方

と
ま
ち
づ
く
り
」に
お
い
て
、

西
脇
町
長
か
ら
上
庄
、梨
本

の
一
部
区
域
約
20 

ha
を
、奈
良

県
の
農
業
農
村
総
合
整
備
事

業
に
よ
る
「
特
定
農
業
振
興

ゾ
ー
ン
」
に
設
定
す
る
計
画

が
発
表
さ
れ
た
が
今
ま
で
一
度

も
議
会
で
説
明
が
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、こ
の
度
の「
特
定

農
業
振
興
ゾ
ー
ン
」
設
定
の

メ
リ
ッ
ト
・
意
義
は
。

質
問 「

特
定
農
業
振
興
ゾ
ー
ン
」

　
　
　
　
　

設
定
に
つ
い
て

積
・
規
模
拡
大
、未
整
備
農
地

の
整
備
、農
業
設
備
・
施
設
等

を
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
（
国

55
％
、
県
32
％
、
町
・
地
元

13
％
）を
使
っ
て
実
施
す
る
事

業
。

　

現
在
・
県
・
町
・
地
元
の
３
者

に
よ
る
協
定
を
、８
月
頃
に
締

結
す
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。

答
弁

　

他
府
県
か
ら
の
お
客
様
に

も
、道
の
駅
の
第
２
駐
車
場
の

場
所
を
、分
か
り
や
す
く
す

る
対
策
は
？

　

ま
た
、今
後
、道
の
駅
の
さ

ら
な
る
集
客
に
向
け
て
、駐
車

場
全
体
を
広
げ
る
対
策
な
ど

が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 質

問 道
の
駅
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　

第
２
駐
車
場
へ
の
案
内
看

板
は
、国
道
か
ら
第
２
駐
車
場

へ
進
入
す
る
交
差
点
と
交
差

点
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
の
２
箇

所
、南
北
両
方
の
走
行
車
線

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

案
内
看
板
は
、車
両
や
歩

行
者
の
通
行
の
支
障
に
な
ら

な
い
よ
う
に
設
置
し
て
い
る

た
め
、第
２
駐
車
場
を
分
か

り
や
す
く
す
る
に
は
、ど
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、駐
車
場
を
広
げ
る

対
策
に
つ
い
て
新
た
に
賃
貸

借
を
し
て
、駐
車
場
に
整
備

す
る
に
は
、財
政
負
担
が
大

き
く
、当
面
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、近
年
、幸
い
に
し
て
道
の

駅
の
集
客
が
順
調
に
伸
び
て

お
り
、祝
祭
日
、休
日
の
混
雑

具
合
も
把
握
し
て
い
ま
す
。し

ば
ら
く
は
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
町
長
ら
が
説
明
し
た
「
必

要
な
改
修
費
５
億
４
千
万

円
」
は
プ
ー
ル
槽
の
入
替
に

も
か
か
わ
ら
ず「
補
修
」と
虚

偽
の
説
明
を
し
て
き
た
。そ

れ
を
認
め
る
べ
き
だ
。

②
建
設
か
ら
29
年
で
廃
止
は

い
か
が
な
も
の
か
。
ウ
ォ
ー

タ
ー
パ
ー
ク
の
耐
用
年
数
は

何
年
か
。

③
プ
ー
ル
槽
す
べ
て
を
入
替

と
し
た
改
修
費
５
億
４
千
万

の
元
資
料
は
６
年
前
の
も
の
。

町
長
が
廃
止
を
検
討
し
た
２

年
前
に
改
め
て
積
算
し
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

④
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
は
住

民
の
財
産
で
あ
り
、29
年
程

度
で
廃
止
す
る
の
は
問
題
。

本
来
の
改
修
経
費
を
積
算
し

て
存
続
か
廃
止
か
を
判
断
す

べ
き
だ
。

①
偽
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い

が
、結
果
と
し
て
、入
替
と
補

修
の
経
費
が
混
在
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。事
実
と
し
て
積
算

内
容
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

②
耐
用
年
数
は
適
正
に
管
理

す
れ
ば
50
年
。

③
入
替
と
修
繕
で
経
費
額
が

大
き
く
違
っ
て
く
る
。
当
時

（
平
成
28
年
）は
入
替
で
と
い

う
こ
と
で
大
き
な
金
額
に

な
っ
た
。少
な
く
と
も
補
修
の

予
算
と
比
較
す
べ
き
だ
っ
た
。

過
大
設
計
と
言
わ
れ
て
も
否

定
で
き
な
い
。

④
現
在
、現
状
に
見
合
っ
た
積

算
を
徴
収
し
、数
字
を
精
査

し
て
い
る
。

ウォーターパークは存続を

質
問

答
弁

　

令
和
元
年
11
月
に
平
群
町

が
許
可
し
た
大
字
福
貴
に
お

け
る
農
地
造
成
に
伴
う
盛
土

工
事
が
進
み
、本
年
３
月
ご
ろ

か
ら
、福
貴
畑
明
心
・
鳴
石
地

域
町
道
を
土
砂
が
満
載
の
４

㌧
車
の
往
来
が
増
加
。５
月
頃

か
ら
は
２
〜
３
台
で
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
の
土
砂
一
時
置
き
場
か

ら
福
貴
の
現
場
ま
で
約
１・
５

㎞
を
頻
繁
に
往
復
。福
貴
畑
住

民
の
訴
え
①
ダ
ン
プ
カ
ー
の

往
来
に
つ
い
て
何
の
説
明
も

な
い
②
農
繁
期
で
住
民
の
往

来
も
増
え
、危
険
③
道
路
の
傷

み
が
激
し
い
。

⑴
本
事
業
は
民
間
業
者
の
事

業
だ
が
、町
道
管
理
者
と
し

て
、住
民
の
訴
え
を
ど
う
受
け

止
め
、ど
う
改
善
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

⑵
町
道
通
行
は
自
由
だ
が
、集

中
的
、高
頻
度
の
車
両
往
来
に

つ
い
て
業
者
に
ど
う
指
導
し
て

い
た
の
か
。

⑶
業
者
が
住
民
へ
周
知
す
べ
き

事
案
だ
が
、行
政
指
導
は
な

か
っ
た
の
か
。

⑷
今
後
も
道
路
の
傷
み
が
継

続
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。修
復

は
業
者
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

本
工
事
の
許
可
要
件
に
地

元
説
明
や
同
意
が
入
っ
て
い
る

が
、福
貴
畑
に
は
事
前
に
な

か
っ
た
。集
中
的
、頻
繁
に
車

両
が
往
来
す
る
こ
と
を
業
者

は
地
域
に
説
明
す
る
責
任
が

あ
り
、指
導
す
る
。明
確
に
事

業
者
の
行
為
に
よ
る
損
傷
で

あ
れ
ば
修
復
さ
せ
る
。

盛土事業に伴う急激な車の
通行増加について

質
問

答
弁
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議決結果・質疑あれこれ
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日

N
o. 287

発
行
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平

群
町

議
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  編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒

636-8585  奈
良

県
生

駒
郡

平
群

町
吉

新
1-1-1

TEL  0745-45-0012  FA
X

  0745-49-0145
E-m

ail gikai@
tow

n.heguri.nara.jp

軽スポーツデー！　～地域交流イベント～
（総合スポーツセンター体育館にて　６月１９日）

…Ｐ２～３
…Ｐ４～９
…Ｐ10

気軽に楽しめるスポーツがいっぱい！！
スポーツわなげ（写真左上)
シャッフルボード(写真下)

編
集
後
記

　

６
月
定
例
会
を
終
え
、編

集
後
記
を
書
か
せ
て
頂
く

事
と
な
り
ま
し
た
。８
月
の

広
報
と
一
緒
に
読
ん
で
頂
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、そ
の

頃
も
き
っ
と
暑
い
中
で
マ
ス

ク
生
活
が
当
た
り
前
の
状

況
が
続
い
て
い
る
で
し
ょ
う

…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
早
く
収
束
す
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
『
議
会
だ
よ
り
』は
、議
員

の
活
動
を
住
民
の
方
々
に

届
け
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま

す
。多
様
化
の
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
欠

か
す
事
な
く
続
け
て
い
く
べ

き
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。議
会
で
の
活
動
を
通

じ
て『
町
の
今
』を
発
信
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、『
議
会
の
今
』を

覗
い
て
頂
け
れ
ば
一
議
員
と

し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

長
良　

記

町の話題

　本年５月２２日に、『第３回平群マルシェ』が平群町総合文化セン
ターで開催されました。平群マルシェは、昨年１１月から、小坂真由
美さん（西宮）が個人で主催され、今回は館内でベビーヴァギーさ
んによる「みんなで考える多様性」についての講演や、音楽演奏、
チアダンスも行われました。館外のどんぐり広場では、アクセサ
リーや手作り手芸雑貨、服、ベビー用品、パンなどが沢山販売され、
マッサージやキッチンカー、ヨーヨー釣りなど、多種多様な４０店が
出店。コロナ対策も取りながら多くの人々で賑わっていました。
　小坂さんは、仕事と子育てを両立しながら、開催の企画立案な
ども、すべてお一人で段取りをされるパワフルで笑顔あふれる
方です。
　「活動のテーマ」をお聞きすると、「性別や人種の違いはもちろ
んのこと、年齢・性格・学歴・価値観などの個性の違いを尊重し、一
人ひとりが『もっと自由に』『自分らしく』生きられるように！」との
こと。「一人ひとりが生まれもった『個性』を大切にしながら、それ
ぞれの『違い』を知り、マルシェで新しくつながるきっかけにしてほ
しい。さらに多様性を認めあう地域をめざしています！」と熱く語ら
れています。
　多くの方々に共感される“さわやかな旋風”に期待をします。

窪　記

平群マルシェ

次回の開催
9月18日（日）午前１０時～午後３時　（雨天中止）

平群町総合スポーツセンター・グラウンド

議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
４
月
26
日
（
火
）、総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
く
ま
が
し
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、民

生
児
童
委
員
協
議
会
役
員
の
方
々
と
議

員
全
員
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

懇
談
内
容
は
「
民
生
児
童
委
員
の
職

務
に
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
、各
部
会

の
主
な
活
動
や
職
務
等
に
つ
い
て
ご
報

告
い
た
だ
き
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
時
間
に
制
限
も
あ

り
ま
し
た
が
、感
染
対
策
を
施
し
な
が
ら
、

有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

議会事務局職員の異動
７月１日付で、次のとおり

人事異動がありました。
議会事務局兼
　監査委員事務局主査
竹村　恵（前税務課主査）
税務課主査　
大文字　睦美
（前議会事務局兼監査委員事務局主査）
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